






1.研究目的

　前年度の研究結果からゴナドトロピンによる誘発排卵は,投与量およぴ投与

間隔によっては,異常受精の出現に影響を与えることが示唆され,さらに詳細な

細胞遺伝学的検討が必要と思考された。そこで本年度は誘発排卵に由来する受

精卵の染色体を第 1 卵割および第 2 卵割期に観察し異常の出現頻度について,

自然排卵由来の受精卵と比較検討した。


